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学科の意向として学生の将来のために、「ピアノ基礎技法I（ 1 年次前期）」、「ピアノ基礎技法Ⅱ（ 1
年次後期）」、「ピアノ表現研究I（ 2 年次前期）」、「ピアノ表現研究Ⅱ（ 2 年次後期）」、「ピアノ表
現研究Ⅲ（ 3 年次前期）」、「ピアノ表現研究Ⅳ（ 3 年次後期）」、「ピアノ実践法I（ 4 年次前期）」、「ピ





いものの一つである。こども教育保育学科には 1 学年約100名の学生が在籍しており, 4 学年合わ



















　長崎純心大学  こども教育保育学科には、 1 学年約100名の学生が在籍しており、 4 学年まで合


















　（3） 2 年生から 4 年生については、「認定試験」に合格しているか否か
　（4）2017年度後期にピアノ指導科目を受講するか否か































　（5）月曜 1 限から金曜 5 限までの授業の有無
　（6）本年度前期に指導を受けた教員名
　支援システムを用いたとしても、300名を超える学生と約20名の教員の都合を合わせ、 5 名程










































望する」を最優先とし、第 2 に「授業無し」の個数が少ない学生、第 3 に、Googleフォームに回










力し、担当可能な授業数の上限を超えた分は、 1 列空けて設けている月曜 1 限から金曜 5 限まで
の表で担当可能な時間に色付けをしている。表の 2 行目には授業で利用する「教室名」を、 3 行




図 4 　クラス編成支援システムに入力した担当教員 1 名分のシートの例







援システムVer. 1.0を使用）では、 1 年生と 2 年生以上の上級生とではクラス編成の条件が異な































しなければならなくなるため、支援シ 図 5 　支援システムVer. ２.0のプログラム実行用メニュー







































図 6 　教員採用試験対策コース用のクラス編成結果（担当教員 1 名分）
図 7 　クラス編成支援システムによる割り当て結果の例



























































































科目の受講が義務付けられている。その結果、こども教育保育学科の 1 年生から 4 年生までの全
学生がピアノ指導科目を受講することになる。すると、 1 学年約100名の学生が在籍するため、
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